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雑種タンポポの識別と全国分布

芝池 博幸組換え体チーム

昔から日本列島に生育している在来のタンポポ

とは別に、わが国には明治初期に侵入したセイヨ

ウタンポポやアカミタンポポが帰化している。帰

化タンポポはいずれも外総苞片が反り返り、それ

が直立する日本産タンポポとは簡単に識別できる

ことになっている。しかし、近年、日本産タンポ

ポと帰化タンポポの交雑による雑種タンポポが報

告され、外総苞片によるタンポポ類の識別法が揺

らいでいる。実際、雑種タンポポの頭花は外総苞

片が反り返り、帰化タンポポに似ているものが多

い（図１ 。そのため、これまで形態的特徴に基）

づいて明らかにされてきたセイヨウタンポポなど

の分布域には、雑種タンポポが紛れ込んでいる可

能性があり、その分布域や生育環境を再検討しな

ければならない状況にある。ここでは、形態的特

徴に依存しないタンポポ類の識別法と雑種タンポ

ポの全国分布について、最新の研究成果から紹介

する。

遺伝的特徴による雑種タンポポの識別

、DNA の塩基配列やその集合体である染色体は

毎世代、正確に親から子へと受け継がれる。雑種

タンポポも日本産タンポポと帰化タンポポが持つ

。 、遺伝的特徴を受け継いでいるはずである そこで

DNA日本産タンポポとセイヨウタンポポ間で 核、

や葉緑体 の塩基配列、染色体数や 含DNA DNA

量などの特性を比較し、両者を遺伝的に識別する

ためのマーカーを作成した後、それらのマーカー

を合わせ持つ個体を雑種タンポポとして認識する

外総苞片

図１．雑種タンポポの頭花の変異

ことにした。

解析の結果、雑種タンポポは両親の遺伝的特徴

、 、 、の組み合わせによって ４倍体雑種 ３倍体雑種

雄核単為生殖雑種の３種類に分類することができ

た（図２ 。そのうち４倍体雑種と３倍体雑種で）

は、日本産タンポポとセイヨウタンポポのそれぞ

れに特徴的な核 の塩基配列が検出され、両DNA

親からの遺伝情報の伝わった雑種個体であること

が確認できた。一方、これら雑種個体の葉緑体

からは、日本産タンポポに由来する塩基配DNA

列のみが検出された。タンポポ類の葉緑体が卵細

胞経由で遺伝することをふまえると、雑種タンポ

ポは日本産タンポポの卵細胞とセイヨウタンポポ

の花粉の受精により成立したものと考えることが

できる。

雄核単為生殖雑種は、核 の塩基配列はセDNA

イヨウタンポポと同一で、葉緑体 は日本産DNA

タンポポと同一というユニークな遺伝的特徴を持

つ。雄核単為生殖雑種は、４倍体雑種や３倍体雑

種のように核 から両親のそれぞれに特徴的DNA

な塩基配列が検出されなかったものの、両親から

図２．日本産タンポポ、セイヨウタンポポと雑種タンポポの遺伝的特徴
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受け継いだ遺伝情報を合わせ持つ点からは雑種タ

ンポポと見なすことが可能である。まだ仮説の域

を出ないが、このタイプの雑種タンポポは、セイ

ヨウタンポポの花粉に含まれる精核が、日本産タ

ンポポの卵核と合体することなく、単独で分裂増

殖することにより形成された個体ではないかと推

察している。このような生殖様式が「雄核単為生

殖」として知られていることから、この型の雑種

タンポポを雄核単為生殖雑種と命名した。

雑種タンポポの出現頻度と全国分布

平成 年度に環境省が実施した「身近な生き13

もの調査」では、日本全国からタンポポ類の頭花

、 。と種子が収集され それらの分布図が作成された

しかし、この調査では雑種タンポポは研究対象か

ら除外されていた。幸い、環境省・生物多様性セ

ンターの協力により、調査後のサンプルを無償で

提供してもらうことが実現し、調査票から取りは

ずした種子を育成することで、雑種タンポポの識

別とその全国分布図の作成が可能となった。

形態的にセイヨウタンポポと見なされた 個844

体のうち、純粋なセイヨウタンポポとして識別さ

131 15 713れた個体はわずか 個体（ ％）で、残り

個体（ ％）が雑種タンポポであることが判明85

463した。雑種タンポポの内訳は、４倍体雑種が

個体（ ％ 、３倍体雑種が 個体（ ％ 、55 174 21） ）

雄核単為生殖雑種が 個体（９％）であった。76

新たに識別されたセイヨウタンポポや雑種タン

ポポの分布域を明らかにするために、サンプルの

採集地点を日本地図上にプロットした（図３ 。）

４倍体雑種と３倍体雑種は、北海道や東北北部に

は分布せず、首都圏、名古屋、京阪神などの都市

部に集中的に分布すると共に、関東・甲信越以南

から九州北部にかけて分布する日本産タンポポ

（低地生２倍体）の分布域とよく一致しているこ

。 、 、とが明らかとなった 一方 雄核単為生殖雑種は

北海道から九州まで概ね一様な分布を示し、九州

南部や沖縄に分布が見られないものの、セイヨウ

タンポポの分布域とほぼ一致していることが明ら

かとなった。

雑種タンポポの分布域について、核 の構DNA

成に着目して整理すると、日本産タンポポの核

、DNAを含む４倍体雑種と３倍体雑種の分布域は

比較的日本産タンポポに近い分布域を示したのに

対して、日本産タンポポの核 を含まない雄DNA

核単為生殖雑種はセイヨウタンポポとよく似た分

布域を示した。以上の結果から、雑種タンポポは

日本産タンポポの核ゲノムを保有することによ

り、その分布拡大が制限されている可能性が示唆

された。現在、この仮説を検証するために、種子

の発芽や実生の定着などを解析し、雑種タンポポ

の分布拡大を制限する要因について検討してい

る。

図３．セイヨウタンポポと雑種タンポポの全国分布


